
商

大

和

の
錬

床

見

撃

案

内

叫
､
大
和
水
銀
錬
山

南
大
利
に
於
け
る
水
銀
鋸
床
の
教
兄
さ
れ
た
所
は
極

め
て
多

い
｡
磯
城
耶
多
武
峯
散
中
心
と
し
て
多
武
峯
村

阜
針
遭
､
同
下
屠
､同
飯
盛
塚
､同
湖
音
羽
等
､
宇
陀
郡

宰
大
町
む
中
心
と
し
て
芋
賀
志
村
車
駒
蹄
'
同
下
宇
賀

志
'
同
朋
β
､宰
大
町

宰
大
坪
､銅
叉
政
近
の
発
見
で
あ

る
醐
β
相
阜
大
東
等
は
其
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
C)
比

の
外
露
頭
に
旋
砂
を
見
な

い
が
熱
水
溶
液
の
作
用
ほ
て

出
来
た
粘
土
脈
の
露
頭
は
大
小
到
塵
に
我
見
す
る
こ
と

が
出
氷
る
｡
こ
れ
ら
の
露
頚
は
過
去
に
試
錐
を
希

っ
た

も
の
或
は
開
坑
し

て稼
行
な
始
め
た
753の
79
あ
る
が
何

れ
も
鋸
蒐
琵
賜
.で

館利
成
立
LJ
ず
或
は
湧
水
の
た
め
に

摘
大
和
の
蹴
解
札
蝉
案
内

Ⅲ

久

保

賓

太

郎

.･-.tヅ

･-I

親

日
｢

巨

八

郎

フl

採
掘
不
機
に
な
っ
た
事
な
ど
の
た
め
に
,氷
鵡
す
る
に
至

ら
ず
し
て
纏
っ
て
み
る
｡
現
今
問
採
掘
を
鶴
縛
し
て
ゐ

る
も
の
は
燭
-
大
和
水
銀
触
出
の
み
で
あ
る
｡

鮎
川
は
宇
陀
郡
宰
大
町
宰
大
津
に
あ
っ
て
容
急
電
域

榛
原
畔
か
ら
硝
化
七
粁
'
松
山
町
か
ら
弛
凡
四
粁
の
位

置
に
あ
っ

て牛
車
か
場
の
北
の
小
丘
(
三
九
三
光
)
の
中

腹
は
あ
る

｡明
治
四
十
二
年
露
頭
が
聴
見
せ
ら
れ
｡
兼

E
都
民
氏
初
め
て
悶
成
し
爾
雄
株
行
な
臓
椋
し
同
時
は

小
規
模
の
製
錬
を
も
行
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
其
後
昭

利
六
年
に
至
っ
て
大
利
水
銀
錬
山
株
式
倉
酢
の
提
督
に

移
-
引
覇
き
今
E
に
至
っ

てゐ
る
O
橡
散
は
よ
れ
ば
常

で
聖
徳
太
子
が
同
地
に
於

で朱
塗
の
伽
像
を
彫
刻
さ
れ

二:･1JT
i

t

'j



地

球

節
二
十

七

篠

た
rJ
と
あ
-
又
七
紫
伽
藍
の
建
設
さ
れ
ね
こ
と
あ
-
0

術
鮎
川
開
坑
後
間
も
な
-
啓
妹
に
遭
以
其
の
中
に
聴
見

rJれ
常
時
の
妹
夫
の
所
持
し
て
ゐ
光
起
品
等
か
ら
著
謂

し
′｢-も
沸
教
興
隆
と
共
に
朱
が
酢
等
の
粉
飾
染
料
と
し

て
盛
ん
に
用
S
ら
れ
る
様
は
在
っ
た
千
三
日
隼
の
骨
に

放
て
採
裾
n
れ
ね
rJ
と
が
あ
る
な
ら
ん
と
考

へ
ら
机
で

ゐ
る
O

本
搬
出
の
地
域
を
構
成
す
る
岩
石
は
片
麻
岩
貿
北
隣

岩
で
あ
っ
て
本
鉱
床
の
錬
成
は
闘
係
あ
り
と
考

へ
ら
れ

る
石
基
安

川岩
は
凡
東
方
二
'
滋
粁
の
入
谷
縁

(
六
〇

三
光
)
北
方
的
三
､
茄
粁
の
伊
那
佐
山

(
六
三
七
､
七

莱
)
を
成
し
て
露
は
れ
で
ゐ
る
｡
附
近
ほ
は
小
丘
起
伏

し
此
の
間
に
芳
野
川
は
略
北
流
し
て
両
岸
の
伸
縮
地
は

吋
な
ゎ
旗

い
農
耕
地
を
な
し
て
み
る
｡

頻
尿

は
片
麻
岩
賀
茂
梯
川石
の
裂
鵬
は
附
ふ
て
上
昇
し

た
熱
水
離
液
の
た
め
に
蕉
成
さ
れ
た
も
の
で
岩
石
は
こ

れ
が
た
め
に
湛
し
-
塵
貿
作
用
を
受
け
て
ゐ
る
｡
長
石

頻
は
完
全
に
陶
土
化
し
有
色
解
物
は
規
色
し
て
屡
々
紘

麟
石
を
婁
成
し
石
英
は
衆
-
破
砕
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
辰

節

三

批

二
話

し

六

砂
は
此
の
塵
貿
ru
れ
た
岩
石
の
中
に
刺
脈
状
或
は
錬
数

状
に
存
麗
し
で
ゐ
る
｡
洲
脈
状
の
も
の
は
脈
の
繭
磐
は

宗
髄
あ
-
'
次
に
日
銭
錬
辰
砂
方
解
石
の
順
に
其
の
内

郷
を
充
萌
し
て
共
等
鋪
物
の
抹
澱
順
序
を
明
示
す
る
も

の
が
あ
る
｡
鯨
塊
状
の
も
の
は
顕
放
免
ほ
て
,J
机
を
観

察
す
る
に
大
部
分
損
岩
中
の
石
基
が
交
代
せ
ら
れ

てむ

る
Cy
親
戚
錬
物
と
し
て
は
右
の
外

に
貴
族
砂
自

然水

銀
､
輝
安
鰻
が
あ
る
｡

現
稼
行
中
の
鋭
機
は
走
向
略
東
西
で
傾
斜
は
甫
三
十

八
度
内
外
で
あ
る
｡
其
れ
の
厚
さ
は
貧
-
不
同
で
敏
和

の
徴
脈
に
な
る
か
と
恩

へ
ば
運
は
膨
満
す
る
rJ
と
あ
っ

て
其
の
鼻
化
が
著
し
い
｡
採
掘
ruれ
LJ焼
石
は
十
谷
斜

枕
に
よ
っ

て琉
外
は
搬
出
さ
る
｡
十
谷
斜
枕
を
中
心
と

し
て
加
に

二番
洗
三
番
耽
四
番
洗
､
西
に

一
番
珠
二
番

枕
三
番
坑
四
番
既
の
水
中
珠
が
延
び
て
ゐ
る
｡

洗
内
に
於
け
る
岩
石
の
鼻
貿
状
態
を
観
察
す
る
は
兼

は
於
で
著
し
-
西
に
至
る
ほ
従
っ
て
其
の
比
が
朋
-
な

っ
て

ゐる
O
即
東
邦
に
於
で
は
母
岩
は
教
-
自
色
の
粘

土
と
な
-
其
の
婁
化
は
数
十
凡
の
厚
さ
に
も
建
す
る
所



が
あ
る
O
.然
る
は
鞘
は
至
る
ほ
従
っ
て
漸
次
其
の
度
を

減
じ
西
城
は
.4trれ
ば
長
和
軸
は
陶
土
化
し
有
色
鶴
物
は

地
色
し
て
ゐ
る
が
銅
坂
岩
不
の
構
造
を
寵
ひ
る
rJ
と
が

出
来
る
様
に
な
る
｡

証
に
西
部
は
至
れ
ば
其
の
鞄
化
は

知
脈
状
鶴
石
の
雨
磐
僅
か
の
範
囲
は
止
っ
て
金
-
新
鮮

な
母
岩
を
恕
め
程
る
ほ
至
る
｡
史
に
餓
物
の
分
布
は
就

て観
察
す
る
ほ
東
部
で
は
辰
砂
と
共
に
多
発
の
白
銑
鋭

あ
少
時
は
微
塵
の
輝
安
髄
が
あ
る
｡
然
る
に
西
に
至
れ

ば
日
銭
髄
は
漸
次
少
-
速
に
は
方
解
石
を
伸
ふ
旋
砂
の

帥
脈
に
至
る
｡
斯
る
傾
向
は
何
れ
の
水
車
杭
に
於
で
も

大
隠
観
察
す
る
rJ
と
が
出
氷
る
｡
以
上
の
新
著
か
ら
考

へ
る
と
覗
叙
機
の
珪
戊
は
現
批
道
の
東
邦
が
其
の
中
心

で
あ
つ
ね
と
想
像
r
uれ
従
っ
て
撒
水
の
探
鮎
は
妃
は
東

に
向
っ
て
相
は
な
け
れ
ば
な
ら
伯
と
考

へ
ら
れ
る
｡

こ
､
大
貴
の
鼠
砂
鑓
床

大
東
の
旋
砂
錬
床
は
松
山
町
の
簡
約

.i
粁
に
歯

-
､

松
川
よ
-
上
帝
に
至
る
道
路
の
傍
に
在
る
｡
旧
都
十
1t

布
六
月
露
親
を
准
見
し
､
同
十

ti
月
脂
現
を
闘
粧
し
探

鮎
を
開
始
し
た
｡
辰
砂
は
付
岩
叩
け
錬
馳
状
態
で
散
在

南
大
和
の
鍛
休
息
灘
案
内

す

る

〇

三

､

神
戸
銀
山

叫
声
頻
出
は
､
前
記
大
利
水
銀
髄
;
の
囲
匿
距
離
約

六

･
五
粁
松
山
町
の
阿
三
粁
に
付
す
る
｡
粘
土
採
掘
の

目
的
を
以
っ
て
､
昭
和
八
年
其
の
事
業
h
t開
始
し
LJ
が

其
の
後
'
小
学
ど
う
が
谷
は
含
鈍
輝
安
錬
脈
を
我
見
し

た
の
で
､
目
下
探
躯
を
進
め
つ
J
あ
る
｡
痴

情
は
宇
陀

郡
紳
戸
村
大
草
本
郷
の
大
部
分
は
瓦
か
､

三
畝
川
脈
の

飴
波
の
中
は
在
っ
て
､
西
及
び
北
に
は
六
〇
〇
-
九
C
/

O
米
の
梅
按
を
有
す
る
両
地
が
迎
亘
し
て

ゐ
る
｡
其

の

略
中
央
に
は
酉
方
山
地
の
横
谷
の
水
を

基め
て
本
郷
川

が
流
れ
､
大
西
以
来
に
坤
横
地
を
形
威
し
て
ゐ
る
｡
地

質
は
開
披
岩
及
び
英
雲
間
純
岩
が
大
部
分
を
占
め
､
他

に
斑
楯
岩
､草
花
桶
岩
､
閃
紙
粉
岩
等
が
温
め
ら
れ
る
｡

基
雲
閃
紋
岩
は
髄
床
の
母
岩
を
な
し
､
肉
目抜
的
ほ
等
粒

状
で
､
有
色
貌
物
の
最
多
-
盈
純
色
を
=BIL
､
過
敏
無

下
に
険
す
る
に
､
角
閃
石
､
黒
雲
母
､
斜
長
石
(A
n
53
)

正
長
石
､
石
英
､
磯
城
鋸
､
燐
衣
石
等
よ
-
成
-
､
道

連
寺
方
何
で
は

7
音

×
3
罪

を
敢
大
と
す
る
褐
飽
和
が

重犯

七

し



地

球

第

二
十
七
程

春
水
す
る
｡
主
要
在
頻
脈
及
び
露
頭
は
就

い
て
'
走
向

及
び
傾
斜
を
見
る
ほ
､
走
向
に
於
で
は
略
東
北
-
西
南

と
､
束
1
西
と
の
二
郡
は
分
け
ら
れ
る
が
'
其
の
傾
斜

は

7
株
に
南
に
向
っ
て
ゐ
る
｡
現
在
稼
行
ruれ
で
み
る

の
は
､
大
西
拭
及
び
ど
う
が
谷
坊
の
二
わ
に
過
ぎ
ず
､

フ
カ
ン
ド
鮎
士
班
は
擢
糾
し
鵡
し
た
が
馬
､
塩
素
粘
土

批
及
び
嬢
山
塊
は
触
況
不
良
の
為
何
れ
も
廃
枕
の
状
態

は
あ
る
｡

大
西
枕
は
粘
土
採
掘
の
好
昭
和
九
年
七
月
閏
扶
L
t

走
向
北
八
〇
鹿
西
'
傾
斜
六
〇
庶
南
､
南
画
に
淋
し
で

ゐ
る
脈
の
走
向
及
び
傾
斜
は
潜
っ
て
掘
進
し
っ
/
あ
-

毎
月
三
〇
亜
内
外
の
粘
土
を
採
掘
し
て
ゐ
る
｡
此
の
粘

土
脈
は
､略
中
央
部
の
肥
厚
し
た
レ
ン
'.Tt
状
を
な
し
'縁

桁
は
耐
え
稗
る
部
分
の
幅
は
最
大
二
光
は
連
す
る
0
該

脈
を
形
成
す
る
餓
物
は
､
金
属
錬
物
と
し
て
は
賛
助
貌

及
び
輝
安
錬
､
脈
石
で
は
石
基
､
方
郡
市
､
鞘
雲
丹
等

が
諦
め
ら
れ
る
｡

ぞ
う
が
谷
枕
は
大
西
枕
の
′西
酌
末
C
C
J米
に
偉
擢
し

昭
利
十
年
二
月
粘
土
採
掘
の
魚
に
閏
洗
し
た
の
で
あ
る

節

三
雛

ヨ火

七
八

が
p
問
も
無
-
蝕
の
含
有
最

.

f
避
ほ
っ
qJ六
四
克
乃
至

二

､
三
光
二
瓦
.
平
均
二
五
〇
瓦
は
連
す
る
輝
安
僻

む
主
と
す
る
躯
服
に
(
EL
t
日
下
堅
扶
及
び
水
平
坑
道

を
設
け
て
探
鶴
を
進
め
て
ゐ
る
｡
頻
脈
は
走
向
北
囲
C
r

庶
束
､
東
南
に
六
〇
度
傾
斜
し
､
基
の
幅
は

一
･
玄
米

よ
か
四

･
1#
米
に
連
す
る
｡
焼
石
は
粘
土
質
と
'
石
英

質
と
の
二
つ
は
分
け
ら
れ
る
｡
組
成
献
物
申
金
属
錬
物

に
於
で
は
輝
安
敏
を
王
と
し
､
黄
蛾
躯
､
∩
蛾
錬
､
硫

枇
蝕
鋸
'
閃
並
鉛
鶴
､
辰
砂
等
が
あ
-
､
脈
石
と
し
て

鞘
雲
付
'
石
基
､
方
解
石
等
h

t作
っ
て
ゐ
る
｡
他
に
組

成
不
明
の
輝
安
鋸
の
次
成
物
で

あ
る
腰
貿
状
の
赤
色
髄

物
が
布
衣
す
る
｡
金
属
鶴
物
申
硫
枇
銭
躯
は
石
基
質
塊

の
み
は
､
叉
閃
亜
鉛
鉱
及
び
日
銭
鶴
は
粘
土
磐
倣
の
み

に
見
出
し
程
る
も
の
で
あ
る
｡
鋸
脈
と
上
'
下
前
磐
と

の
問
に
春
春
す
る
粘
土
と
の
境
界
は
地
表
近
-
で
は
'

比
較
的
判
然
と
し
て
ゐ
る
が
､
下
部
に
至
る
ほ
従
っ
て

ホ
明
瞭
と
な
ら
､
採
掘
の
目
的
物
で
あ
る
輝
安
魂
は
､

脈
中
の

.t
部
は
基
る
事
な
-
p
金
髄
は
亘
っ
て
散
布
せ

ら
れ
'
滞
騎
及
び
選
僻
に
多
大
の
困
難
を
戚

ぜし
め
て



お
る
｡
輝
安
鶴
の
含
有
平
均
二
〇
%
の
粗
鶴
は
ー
小
型
ボ

ー

ル
ミ

ル
で
粉
挿
し
､
分
級
機
を
種
で
.ジ
ェ
ー
ム
ス
型

淘
汰
肢

二

基
に
依
-
平
均
含
有
盤
四
〇
%
の
精
錬

と

な

る
C
精
鋭
で
輝
安
鶴
の
蕊
が
少

い
の
は
､黄
戟
躯
が
混
入

す
る
為
で
あ
る
｡

一
日
中
瀬
内
外
を
産
出
し
て
ゐ
る
｡

塞
山
桃
は
大
筒
枕
の
西
北
約
五
〇
〇
米
に
在
る
昭
和

九
年
九
月
開
枕
し
､
脈
幅
四
乃
至
五
糎
'
北
四
五
度
西

に
走
力
'
加
硫
に
八
五
度
の
急
傾
斜
を
な
す
輝
安
鶴
1

石
英
脈
に
糾
っ
て
､
二
〇
米
程
掘
進
し
た
の
で
あ
る
が

約

7
ケ
月
の
後

其の
探
躯
を
中
止
し
た
｡

参
考
文
献

1
'
比
企
心
'
大
利
の
辰
砂
銑
淋
'
誠
称
呼
閥
大
群
.11
鮮
雅
紀
班
t

.i

怨
t

.i
凹
光
訂
､
火
jIミ
例
坤
｡

2
'
非
本
紙
犬

上
給
餌
次
郎
'
近
親
の
地
粥
蝕
船
阿
片
'
地
拭
､
十

li
捗
'
三
円
的
穴
.
昭
利
川
叫
｡

B
t
村
井

山
郎
'
大
利
水
銀
助
川
.
日
本
助
難
骨

畿
t
的
七
番
t

L
.

六
二

H

t

昭
利

火中

0

O

4
t
H

久
伴

光

太

郎

'

鵜

川

平

八
郎
､
食
柿
..r,J
棄
銑
物
の
研
究
2
､
iJ,S

良
螺
宇
陀
郷
刺
戸
村
産
袖

耽
石
'
日
本
化
鮮
好
誼
､
五
六
映
､

.I

封
二
三
:爪
､
叩
利
十
年
｡

5
､

稲
井
信
雄
､
牛

陀

地
方
の

水
鎚
銑
俳
､
滋
大
卒
発
論
文
､
昭
和
十

新

巻

糾

介

.

.･.C5

-
小
｢

6
､
枇
川

叫
八
郎
1
人
オー1
榊
LL
蝕
川
の
蝕
帖
(
附
珊
11
助
川
掩
戦
機
釣

紡
仙
)
'
求
人
率
部
前
文
'
和
利
十

'1
坤
｡

IAJLI
IIJI
II4-
4JrI
IIIl
llt
llrll
L_[JI
JILII
IrLl

_Jl

新

著

持

せ

I●■一r11-rlllJ*rltIJlI〓lLJIltLI一_
LIIf]LLJJ_IILI■

0
新

撰

北
海

道
史

相
和
十
･L坤
十
二月
印
行

北
和
泊
鵬

叔
衣
牧
野
信
之
助
新
を
舶
榊
長
と
し
て
き
き
に
附
泣
沈
十
叫
の
記
念

と
し
て
絶
代
の
誹
党
に
よ
っ
て
川
水
た
北
付
紙
史
は
北
ハ節

.i
世
相
配
と

節
六
怨
を
火
継
ぎ
早
に
川
駁
せ
ら
れ
.た
､
節

li
啓
は
節
二
怨
よ
り
鰐
川

塔
に
禿
る
油
改
組
折
と
も
見
る
べ
き
も
の
で
'
城
桐
は
牧
野
許
の
-i
手

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
'
妨

〓
中
経
砧
と
大
利
軸
旋
､
節
二
串
和
人
純

水
と
文
化
汲
及
の
序
湛
'
節
三
輩
松
前
牌
の
柵
北
と
蝦
如
地
桝
教

の
状

勢
'
第
四
敵
前
肺
政
の
郷
鹿
と
H
解
的
僻
の
急
迫

､
紫
斑
:苛
は;
戸
基
iE

の
鮎
柿
と
田
鮮
脱
係
の
殴
恕
'
節
穴
韓
松
前
氏
の
枚
微
と
搬
･肘
の
印
紙

輪
､
節
七
串
明
治
維
新
航
後
の
北
梅
迫
細
野
'
節
八
帝
榊
姑=
価
十
年
計

測
､
解
九
単
三
糠

.i
榊
と
迫
鵬
時
代
'
節
十
帝
別
納
よ
り
大
輔

へ
の
十

泊
で
ず

つ
と
廿
代

の
碓
･i)
の
剛
毅
か
ら
徳
川
時
代
北
･.=檻
の
称
僻
を
や
か

ま
し
-
去
っ
た
岬
代
に
入
り
､
明
約
を

(
て
今
_TTT
に
寅
っ
た
大
観
が
桝

に
さ
れ
て
ゐ
る
｡
黙
し
秋
蝉
の
地
別
解
炎
接
の
法
相
に
於
て
'
北
方
の

危
忠
は
特
に
耽
称

の
前
人
を
刺
晩
し
た
の
で
､
こ
1
に
北
方
粍
槍
の
時

代
も
-
れ
ば
'
こ
の
他
の
洲
免
と
い
ふ
大
都
柴
も
耽

射
さ
れ
た
｡

阿
山･.･=
林
減
､
妃
港
節
織
､
伊
供
出
牧
綿
北
部
の
柴
税
は
ひ
と
り
日
本

二
芸

七

九


